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(57)【要約】
【課題】結晶化しやすいＡ波有機系紫外線吸収剤をより高濃度で配合することが可能で、
かつ感触に優れた化粧料を得ること。
【解決手段】ジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、４－ｔｅｒｔ－ブ
チル－４’－メトキシジベンゾイルメタン、及びビスエチルヘキシルオキシフェノールメ
トキシフェニルトリアジンから選ばれる１種以上の有機系Ａ波紫外線吸収剤を20～40質量
％と、有機系Ｂ波紫外線吸収剤を70～50質量％と、ヒドロキシステアリン酸オクチル及び
そのオリゴマーを8～18質量％含むことを特徴とする化粧料用紫外線吸収剤組成物及び化
粧料とする。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　成分Ａとしてジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、４－ｔｅｒｔ－
ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン、及びビスエチルヘキシルオキシフェノール
メトキシフェニルトリアジンから選ばれる１種以上の有機系Ａ波紫外線吸収剤を20～40質
量％と、
　成分Ｂとして有機系Ｂ波紫外線吸収剤を70～50質量％と、
　成分Ｃとしてヒドロキシステアリン酸オクチル及びそのオリゴマーを8～18質量％
を含むことを特徴とする化粧料用紫外線吸収剤組成物。
【請求項２】
　（Ａ）ジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、４－ｔｅｒｔ－ブチル
－４’－メトキシジベンゾイルメタン、及びビスエチルヘキシルオキシフェノールメトキ
シフェニルトリアジンから選ばれる１種以上の有機系Ａ波紫外線吸収剤
　（Ｂ）有機系Ｂ波紫外線吸収剤
　（Ｃ）ヒドロキシステアリン酸オクチル及びそのオリゴマー
の成分Ａ～Ｃを、質量比でＡ：Ｂ：Ｃ＝20～40：70～50：8～18となるように含有する化
粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、化粧料用紫外線吸収剤組成物及びその配合化粧料に関する。
　さらに詳しくは、安定性に優れた化粧料用紫外線吸収剤組成物及び、感触と紫外線防御
効果に優れた化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には下記の点が記載されている。
　ジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’
－メトキシジベンゾイルメタン、ビスエチルヘキシロキシフェノールメトキシフェニルト
リアジンはいずれも有機系Ａ波紫外線吸収剤である。これらの有機系Ａ波紫外線吸収剤は
各種の油剤、溶媒に対する溶解性が悪く、化粧料中で結晶析出しやすい問題があり、その
対策のために、ヒドロキシステアリン酸オクチルのオリゴマーと混合することが行われて
いる。
　また、該有機系Ａ波紫外線吸収剤と共に、他の極めて多種の紫外線吸収剤を併用でき、
そのうちの１種としてパラメトキシケイ皮酸オクチル、パラメトキシケイ皮酸オクチル、
２－シアノ－３，３－ジフェニルプロパ－２－エン酸２－エチルヘキシルエステルを使用
できる。
　さらに、実施例としてジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル６質量％
に対して、ヒドロキシステアリン酸オクチルのオリゴマーを６質量％、１６質量％、２０
質量％含有する化粧料の（表３）、ジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシ
ルと４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタンの系８質量％に対して、
ヒドロキシステアリン酸オクチルのオリゴマーを１６質量％含有する化粧料（表４）、ジ
エチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル６質量％、又はそれに加えて４－ｔ
ｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン２質量％に対して、ヒドロキシステ
アリン酸オクチルのオリゴマーを２０質量％又は１６質量％含有する化粧料（表５）が開
示されている。
　そしてこの公知の技術が示す事項は、化粧料中のジエチルアミノヒドロキシベンゾイル
安息香酸ヘキシル、及び／又は４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタ
ンに対して、ヒドロキシステアリン酸オクチルのオリゴマーを同量以上添加することであ
り、そのような化粧料によって、紫外線防御効果及び塗布感に優れ、使用後に肌に異常を
感じないという効果を奏することである。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４２９９８７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’
－メトキシジベンゾイルメタンはいずれもヒドロキシステアリン酸オクチル及びそのオリ
ゴマーと組み合わせて配合することにより経時的に安定に配合することができるが、一方
で、ヒドロキシステアリン酸オクチル及びそのオリゴマーを上記の特許文献に示された配
合割合、つまりジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル及び／又は４－ｔ
ｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタンに対して少なくとも同量以上で化粧
料に配合すると、やや重めの感触になるため、欧州では好まれる感触であっても、東南ア
ジアなど高湿度地域ではあまり好まれず、塗布時の感触が軽く、ワックス感がない化粧料
が求められていた。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の課題を解決するための第１の本発明は、
　成分Ａとしてジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、４－ｔｅｒｔ－
ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン、及びビスエチルヘキシルオキシフェノール
メトキシフェニルトリアジンから選ばれる１種以上の有機系Ａ波紫外線吸収剤を20～40質
量％と、
　成分Ｂとして有機系Ｂ波紫外線吸収剤を70～50質量％と、
　成分Ｃとしてヒドロキシステアリン酸オクチル及びそのオリゴマーを8～18質量％を含
むことを特徴とする化粧料用紫外線吸収剤組成物にある。
【０００６】
　第２の本発明は、
　（Ａ）ジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、４－ｔｅｒｔ－ブチル
－４’－メトキシジベンゾイルメタン、及びビスエチルヘキシルオキシフェノールメトキ
シフェニルトリアジンから選ばれる１種以上の有機系Ａ波紫外線吸収剤
　（Ｂ）有機系Ｂ波紫外線吸収剤
　（Ｃ）ヒドロキシステアリン酸オクチル及びそのオリゴマー
の成分Ａ～Ｃを、質量比でＡ：Ｂ：Ｃ＝20～40：70～50：8～18となるように含有する化
粧料である。
【発明の効果】
【０００７】
　そこで、ヒドロキシステアリン酸オクチル及びそのオリゴマーの配合量を最小にしなが
ら、ジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４
’－メトキシジベンゾイルメタン、ビスエチルヘキシルオキシフェノールメトキシフェニ
ルトリアジンを安定に配合する方法について、本発明者は鋭意検討した結果、ジエチルア
ミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジ
ベンゾイルメタン、及びビスエチルヘキシルオキシフェノールメトキシフェニルトリアジ
ンから選ばれる１種以上の有機系Ａ波紫外線吸収剤を20～40質量％と、有機系Ｂ波紫外線
吸収剤を70～50質量％と、ヒドロキシステアリン酸オクチル及びそのオリゴマーを8～18
質量％含むことにより、やや重い感触を有するヒドロキシステアリン酸オクチル及びその
オリゴマーの配合量を最小にしながら、これらの有機系Ａ波紫外線吸収剤の結晶析出を抑
制し、安定的に化粧料に配合できる化粧料用紫外線吸収剤組成物が得られることを見いだ
した。また、この化粧料用紫外線吸収剤組成物を配合した化粧料はA波紫外線とB波紫外線
に対する防御効果が高いにも関わらず、感触及び塗布感が優れると共に塗布後に肌に異常
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を感じない化粧料を得ることができた。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、上記本発明を詳細に説明する。
　本発明の化粧料用紫外線吸収剤組成物は、成分Ａとしてジエチルアミノヒドロキシベン
ゾイル安息香酸ヘキシル、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン、
及びビスエチルヘキシルオキシフェノールメトキシフェニルトリアジンから選ばれる１種
以上の有機系Ａ波紫外線吸収剤を20～40質量％と、成分Ｂとして有機系Ｂ波紫外線吸収剤
を70～50質量％と、成分Ｃとしてヒドロキシステアリン酸オクチル及びそのオリゴマーを
8～18質量％含むことを特徴とする。
　本発明で言うA波紫外線とは、波長320～400nmの範囲の紫外線を言い、B波紫外線とは、
波長290～320nmの範囲の紫外線を言う。有機系とは、酸化チタン、酸化亜鉛、酸化セリウ
ムなどの無機酸化物を含まない、有機化合物からなる紫外線吸収剤を指す。すなわち、有
機系Ａ波紫外線吸収剤とは、A波紫外線に吸収帯を有する有機化合物からなる紫外線吸収
剤を指す。同様に有機系B波紫外線吸収剤とは、B波紫外線に吸収帯を有する有機化合物か
らなる紫外線吸収剤を指す。
【０００９】
　（成分Ａについて）
　本発明の化粧料用紫外線吸収剤組成物で用いる有機系Ａ波紫外線吸収剤は、ジエチルア
ミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジ
ベンゾイルメタン、ビスエチルヘキシルオキシフェノールメトキシフェニルトリアジンの
中から１種以上が選択される。化粧料用紫外線吸収剤組成物の有機系Ａ波紫外線吸収剤の
含有量は20～40質量％である。この範囲を下回ると、化粧料に本発明の化粧料用紫外線吸
収剤組成物を少量配合した場合には、A波紫外線の防御効果が不十分になる場合があり、
この範囲を超えると、結晶析出が生じる場合がある。ジエチルアミノヒドロキシベンゾイ
ル安息香酸ヘキシルはＢＡＳＦ社よりUvinul A plus(登録商標)の名称にて発売されてい
る。４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタンは、ＤＳＭ社よりParsol
 1789（登録商標）の名称にて発売されている。ビスエチルヘキシルオキシフェノールメ
トキシフェニルトリアジンはＢＡＳＦ社よりTinosorb S(登録商標)の名称にて発売されて
いる。
【００１０】
　（成分Ｂについて）
　本発明の化粧料用紫外線吸収剤組成物は、有機系Ｂ波紫外線吸収剤を70～50質量％含有
する。ここで言う有機系Ｂ波紫外線吸収剤とは、サリチル酸ホモメンチル、サリチル酸オ
クチル、サリチル酸トリエタノールアミン等のサリチル酸系；パラアミノ安息香酸、エチ
ルジヒドロキシプロピルパラアミノ安息香酸、グリセリルパラアミノ安息香酸、オクチル
ジメチルパラアミノ安息香酸、パラジメチルアミノ安息香酸アミル、パラジメチルアミノ
安息香酸２－エチルヘキシル等のＰＡＢＡ系；４－（２－β－グルコピラノシロキシ）プ
ロポキシ－２－ヒドロキシベンゾフェノン、ジヒドロキシジメトキシベンゾフェノン、ジ
ヒドロキシジメトキシベンゾフェノンジスルホン酸ナトリウム、２－ヒドロキシ－４－メ
トキシベンゾフェノン、ヒドロキシメトキシベンゾフェノンスルホン酸及びその三水塩、
ヒドロキシメトキシベンゾフェノンスルホン酸ナトリウム、２－ヒドロキシ－４－メトキ
シベンゾフェノン－５－硫酸、２，２’－ジヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、
２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン、２，２’４，４’－テトラヒドロキシベンゾフェ
ノン、２，２’－ジヒドロキシ－４，４’－ジメトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ
－４－Ｎ－オクトキシベンゾフェノン等のベンゾフェノン系；ジパラメトキシケイ皮酸モ
ノ－２－エチルヘキサン酸グリセリル、２，５－ジイソプロピルケイ皮酸メチル、２，４
，６－トリス［４－（２－エチルヘキシルオキシカルボニル）アニリノ］－１，３，５－
トリアジン、トリメトキシケイ皮酸メチルビス（トリメチルシロキシ）シリルイソペンチ
ル、パラメトキシケイ皮酸イソプロピル・ジイソプロピルケイ皮酸エステル混合物、パラ



(5) JP 2012-197251 A 2012.10.18

10

20

30

40

50

メトキシケイ皮酸オクチル、パラメトキシハイドロケイ皮酸ジエタノールアミン塩等のケ
イ皮酸系；２－フェニル－ベンズイミダゾール－５－硫酸、４－イソプロピルジベンゾイ
ルメタン等のベンゾイルメタン系；２－シアノ－３，３－ジフェニルプロパ－２－エン酸
２－エチルヘキシルエステル（別名；オクトクリレン）、ジメトキシベンジリデンジオキ
ソイミダゾリジンプロピオン酸２－エチルヘキシル、１－（３，４－ジメトキシフェニル
）－４，４－ジメチル－１，３－ペンタンジオン、シノキサート、メチル－Ｏ－アミノベ
ンゾエート、２－エチルヘキシル－２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレート、３－
（４－メチルベンジリデン）カンフル、４－（３，４－ジメトキシフェニルメチレン）－
２，５－ジオキソ－１－イミダゾリジンプロピオン酸２－エチルヘキシル、これらの高分
子誘導体、及びシラン誘導体等が例示される。
　この内、パラメトキシケイ皮酸オクチル、オクトクリレンは、安全性、及び本発明にて
使用される有機系Ａ波紫外線吸収剤の溶解性に優れていることから特に好ましい。また、
上記の内、油溶性の紫外線吸収剤と水溶性の紫外線吸収剤とを組み合わせて使用すること
も好ましい。
【００１１】
　本発明の化粧料用紫外線吸収剤組成物は、有機系Ｂ波紫外線吸収剤を70～50質量％含有
するが、70質量％を超えるとA波紫外線の防御効果が不十分になる問題があり、また、50
質量%未満では、有機系Ａ波紫外線吸収剤が安定に保持できず、結晶析出が生じる可能性
が高くなる問題がある。
【００１２】
　(成分Ｃについて)
　本発明の化粧料用紫外線吸収剤組成物は、ヒドロキシステアリン酸オクチル及びそのオ
リゴマーを8～18質量％、好ましくは10～18質量％、さらに好ましくは10～15質量％含む
。ヒドロキシステアリン酸オクチルのオリゴマーとしては、下記式（１）で示される化合
物であり、中でも２～７量体が使用可能であるが、特に５量体が結晶析出の抑制効果に優
れていることから好ましい。ヒドロキシステアリン酸オクチル及びそのオリゴマーの含有
量が10質量%未満の場合、結晶が析出してくる可能性があり、18質量%を超えると、高い紫
外線防御効果を有するような製剤では、感触が重く感じられる場合がでてくる。
【００１３】
式（１）

　ｎは１～６である。
　なお、このヒドロキシステアリン酸オクチル及びそのオリゴマーの含有量である8～18
質量％という範囲は、上記のジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、４
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－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン、ビスエチルへキシロキシフェ
ノールメトキシフェニルトリアジンの中から１種以上の含有量である20～40質量％よりも
明らかに少ない含有量である。
【００１４】
　本発明の化粧料用紫外線吸収剤組成物は、上記の各成分以外に、トコフェロール、ビタ
ミン類などの酸化防止剤、キレート剤などの成分を含有させることができる。
【００１５】
　本発明の化粧料用紫外線吸収剤組成物は、上記の各成分を均一に加熱溶解した後、攪拌
下に冷却することにより得られる。加熱の温度は80～100℃の範囲で実施することが好ま
しい。また、窒素を吹き込み、酸素を除去することも可能である。得られた化粧料用紫外
線吸収剤組成物は、紫外線をカットする遮光容器に充填する。
【００１６】
　このようにして得られた紫外線吸収剤組成物を化粧料に配合する場合、各国の法律に基
づき、許可範囲内の濃度になるようにする必要があるが、化粧料の質量に対して、通常1
～30質量%の範囲で配合するが、好ましくは3～28質量％、更に好ましくは3～25質量％、
特に好ましくは5～10質量%である。紫外線吸収剤組成物は油相と共に配合することが可能
であるが、化粧料中の共存成分の影響で、結晶析出抑制効果が低下する場合があるので、
可能ならば60℃以下の温度にて投入することが好ましい。
【００１７】
　本発明の化粧料では、通常化粧料に用いられる油剤、樹脂、粉体（顔料、色素、樹脂）
、フッ素化合物、防腐剤、香料、界面活性剤、紫外線吸収剤、保湿剤、生理活性成分、塩
類、溶媒、酸化防止剤、キレート剤、中和剤、ｐＨ調整剤、増粘剤等の成分を使用するこ
とができる。例えば、シリコーン油としては、例えばジメチルポリシロキサン、メチルハ
イドロジェンポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、ポリエーテル変性オルガ
ノポリシロキサン、フルオロアルキル・ポリオキシアルキレン共変性オルガノポリシロキ
サン、ジメチコノール、末端変性オルガノポリシロキサン、フッ素変性オルガノポリシロ
キサン、アモジメチコーン、アミノ変性オルガノポリシロキサン、シリコーンゲル、アク
リルシリコーン、揮発性シリコーン（環状シリコーン、メチルトリメチコン）等のシリコ
ーン化合物が挙げられる。
【００１８】
　本発明の化粧料で用いる多価アルコールとしては、例えばエチレングリコール、ジエチ
レングリコール、ポリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコ
ール、ポリプロピレングリコール、グリセリン、ジグリセリン、ポリグリセリン、３－メ
チル－１，３－ブタンジオール、１，３－ブチレングリコール、ソルビトール、マンニト
ール、グルコース、ショ糖、果糖、キシリトール、ラフィノース、ラクトース、マルトー
ス、マルチトール、トレハロース、アルキル化トレハロース、混合異性化糖、硫酸化トレ
ハロース、プルラン等が挙げられる。またこれらの化学修飾体なども使用可能である。
【００１９】
　本発明の化粧料で用いる油剤としては、通常化粧料に用いられる揮発性および不揮発性
の油剤および溶剤および樹脂が挙げられる。油剤の例としては、例えばアボカド油、アマ
ニ油、アーモンド油、イボタロウ、エノ油、オリーブ油、カカオ脂、カポックロウ、カヤ
油、カルナウバロウ、キャンデリラロウ、キョウニン油、硬化油、小麦胚芽油、ゴマ油、
コメ胚芽油、コメヌカ油、サトウキビロウ、サザンカ油、サフラワー油、シアバター、シ
ナギリ油、シナモン油、ホホバロウ、セラックロウ、大豆油、茶実油、ツバキ油、月見草
油、トウモロコシ油、豚脂、ナタネ油、日本キリ油、ヌカロウ、胚芽油、馬脂、パーシッ
ク油、パーム油、パーム核油、ヒマシ油、硬化ヒマシ油、ヒマシ油脂肪酸メチルエステル
、ヒマワリ油、ブドウ油、ベイベリーロウ、ホホバ油、マカデミアナッツ油、ミツロウ、
ミンク油、綿実油、綿ロウ、モクロウ、モクロウ核油、モンタンロウ、ヤシ油、硬化ヤシ
油、トリヤシ油脂肪酸グリセライド、落花生油、ラノリン、液状ラノリン、還元ラノリン
、ラノリンアルコール、硬質ラノリン、酢酸ラノリン、ラノリン脂肪酸イソプロピル、ラ
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ウリン酸ヘキシル、ＰＯＥラノリンアルコールエーテル、ＰＯＥラノリンアルコールアセ
テート、ラノリン脂肪酸ポリエチレングリコール、ＰＯＥ水素添加ラノリンアルコールエ
ーテル、卵黄油等；炭化水素油として、オゾケライト、スクワラン、スクワレン、セレシ
ン、パラフィン、パラフィンワックス、流動パラフィン、プリスタン、ポリイソブチレン
、マイクロクリスタリンワックス、ワセリン等；高級脂肪酸としては、ラウリン酸、ミリ
スチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、ウンデシレン酸、オレイン酸、リノ
ール酸、リノレン酸、アラキドン酸、エイコサペンタエン酸（ＥＰＡ）、ドコサヘキサエ
ン酸（ＤＨＡ）、イソステアリン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸等；高級アルコール
としては、ラウリルアルコール、ミリスチルアルコール、パルミチルアルコール、ステア
リルアルコール、ベヘニルアルコール、ヘキサデシルアルコール、オレイルアルコール、
イソステアリルアルコール、ヘキシルドデカノール、オクチルドデカノール、セトステア
リルアルコール、２－デシルテトラデシノール、コレステロール、フィトステロール、Ｐ
ＯＥコレステロールエーテル、モノステアリルグリセリンエーテル（バチルアルコール）
、モノオレイルグリセリルエーテル（セラキルアルコール）等；エステル油としては、ア
ジピン酸ジイソブチル、アジピン酸２－ヘキシルデシル、アジピン酸ジ－２－ヘプチルウ
ンデシル、モノイソステアリン酸Ｎ－アルキルグリコール、イソステアリン酸イソセチル
、イソノナン酸イソノニル、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、ジ－２－エ
チルヘキサン酸エチレングリコール、２－エチルヘキサン酸セチル、トリ－２－エチルヘ
キサン酸トリメチロールプロパン、テトラ－２－エチルヘキサン酸ペンタエリスリトール
、オクタン酸セチル、オクチルドデシルガムエステル、オレイン酸オレイル、オレイン酸
オクチルドデシル、オレイン酸デシル、イソノナン酸イソノニル、ジカプリン酸ネオペン
チルグリコール、クエン酸トリエチル、コハク酸２－エチルヘキシル、酢酸アミル、酢酸
エチル、酢酸ブチル、ステアリン酸イソセチル、ステアリン酸ブチル、セバシン酸ジイソ
プロピル、セバシン酸ジ－２－エチルヘキシル、乳酸セチル、乳酸ミリスチル、パルミチ
ン酸イソプロピル、パルミチン酸２－エチルヘキシル、パルミチン酸２－ヘキシルデシル
、パルミチン酸２－ヘプチルウンデシル、ジペンタエリスリトール脂肪酸エステル、ミリ
スチン酸イソプロピル、ミリスチン酸オクチルドデシル、ミリスチン酸２－ヘキシルデシ
ル、ミリスチン酸ミリスチル、ジメチルオクタン酸ヘキシルデシル、ラウリン酸エチル、
ラウリン酸ヘキシル、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸－２－オクチルドデシルエステ
ル、リンゴ酸ジイソステアリル等；グリセライド油としては、アセトグリセリル、トリイ
ソオクタン酸グリセリル、トリイソステアリン酸グリセリル、トリ（カプリル・カプリン
酸）グリセリン、トリイソパルミチン酸グリセリル、モノステアリン酸グリセリル、ジ－
２－ヘプチルウンデカン酸グリセリル、トリミリスチン酸グリセリル、ミリスチン酸イソ
ステアリン酸ジグリセリル、エチレン・α－オレフィン・コオリゴマー、パーフルオロポ
リエーテル、フッ化ピッチ、フルオロカーボン、フルオロアルコール等のフッ素化合物な
どが挙げられる。
【００２０】
　本発明の化粧料で用いる粉体の例としては、例えば無機粉体、有機粉体、界面活性剤金
属塩粉体、有色顔料、パール顔料、金属粉末顔料、タール色素、天然色素などがあげられ
、具体的には、無機粉体としては、酸化チタン、酸化ジルコニウム、酸化亜鉛、酸化セリ
ウム、酸化マグネシウム、硫酸バリウム、硫酸カルシウム、硫酸マグネシウム、炭酸カル
シウム、炭酸マグネシウム、タルク、マイカ、カオリン、セリサイト、白雲母、合成雲母
、金雲母、紅雲母、黒雲母、リチア雲母、ケイ酸、無水ケイ酸、ケイ酸アルミニウム、ケ
イ酸マグネシウム、ケイ酸アルミニウムマグネシウム、ケイ酸カルシウム、ケイ酸バリウ
ム、ケイ酸ストロンチウム、タングステン酸金属塩、ヒドロキシアパタイト、バーミキュ
ライト、ハイジライト、ベントナイト、モンモリロナイト、ヘクトライト、ゼオライト、
セラミックスパウダー、第二リン酸カルシウム、アルミナ、水酸化アルミニウム、窒化ホ
ウ素、窒化ボロン、シリカ、微粒子酸化チタン、微粒子酸化亜鉛、微粒子酸化セリウムな
どがある。有機粉体としては、ポリアミドパウダー、ポリエステルパウダー、ポリエチレ
ンパウダー、ポリプロピレンパウダー、ポリスチレンパウダー、ポリウレタンパウダー、
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ベンゾグアナミンパウダー、ポリメチルベンゾグアナミンパウダー、ポリテトラフルオロ
エチレンパウダー、ポリメチルメタクリレートパウダー、セルロースパウダー、シルクパ
ウダー、１２ナイロンや６ナイロンなどのナイロンパウダー、ポリアクリルパウダー、ポ
リアクリルエラストマー、スチレン・アクリル酸共重合体、ジビニルベンゼン・スチレン
共重合体、ビニル樹脂、尿素樹脂、フェノール樹脂、フッ素樹脂、ケイ素樹脂、アクリル
樹脂、メラミン樹脂、エポキシ樹脂、ポリカーボネイト樹脂、微結晶繊維粉体、デンプン
末又はラウロイルリジンなどがある。界面活性剤金属塩粉体（金属石鹸）としては、ステ
アリン酸亜鉛、ステアリン酸アルミニウム、ステアリン酸カルシウム、ステアリン酸マグ
ネシウム、ミリスチン酸亜鉛、ミリスチン酸マグネシウム、セチルリン酸亜鉛、セチルリ
ン酸カルシウム、セチルリン酸亜鉛ナトリウムなどがある。有色顔料としては、酸化鉄、
水酸化鉄、チタン酸鉄の無機赤色顔料、γ－酸化鉄などの無機褐色系顔料、黄酸化鉄、黄
土などの無機黄色系顔料、黒酸化鉄、カーボンブラックなどの無機黒色顔料、マンガンバ
イオレット、コバルトバイオレットなどの無機紫色顔料、水酸化クロム、酸化クロム、酸
化コバルト、チタン酸コバルトなどの無機緑色顔料、紺青、群青などの無機青色系顔料、
タール系色素をレーキ化したもの、天然色素をレーキ化したもの、及びこれらの粉体を複
合化した合成樹脂粉体などある。パール顔料としては、酸化チタン被覆雲母、酸化チタン
被覆マイカ、オキシ塩化ビスマス、酸化チタン被覆オキシ塩化ビスマス、酸化チタン被覆
タルク、魚鱗箔、酸化チタン被覆着色雲母、酸化チタン・酸化鉄被覆マイカなど；金属粉
末顔料としては、アルミニウムパウダー、カッパーパウダー、ステンレスパウダーなど；
タール色素としては、赤色３号、赤色１０４号、赤色１０６号、赤色２０１号、赤色２０
２号、赤色２０４号、赤色２０５号、赤色２２０号、赤色２２６号、赤色２２７号、赤色
２２８号、赤色２３０号、赤色４０１号、赤色５０５号、黄色４号、黄色５号、黄色２０
２号、黄色２０３号、黄色２０４号、黄色４０１号、青色１号、青色２号、青色２０１号
、青色４０４号、緑色３号、緑色２０１号、緑色２０４号、緑色２０５号、橙色２０１号
、橙色２０３号、橙色２０４号、橙色２０６号、橙色２０７号など；天然色素としては、
カルミン酸、ラッカイン酸、カルサミン、ブラジリン又はクロシンなどから選ばれる粉体
が挙げられる。表面処理は撥水性処理がされていても親水性処理がされていても構わない
。粉体表面処理の例としては、シリカ処理、アルミナ処理、珪酸亜鉛処理、シリコーン処
理、フッ素化合物処理、アクリルシリコーン処理、アシル化アミノ酸処理、寒天処理、ア
ルギン酸処理、アクリル酸処理、金属石鹸処理、油剤処理、ワックス処理、シラン処理、
有機チタネート処理、有機アルミネート処理、シリコーン樹脂処理、シリコーンエラスト
マー処理、ホスホリルコリン誘導体処理など従来知られている表面処理の１種または２種
以上を用いることができる。
【００２１】
  本発明の化粧料としては、サンスクリーン剤、化粧下地、ファンデーション、コンシー
ラー、口紅、アイシャドウ、頬紅、クリーム、ミルク、美容液、コンディショナー、ヘア
カラーなど紫外線防御効果を付与可能な化粧品が該当し、その剤型としては、多層分離型
、ローション、クリーム、乳液状、固型状、粉末状、泡状、スプレー、ジェル状、スティ
ック状の剤型などが挙げられる。
【００２２】
　以下に実施例を挙げて、本発明を更に詳細に説明するが、本発明はこれに限定されるも
のではない。
【実施例】
【００２３】
　化粧料用紫外線吸収剤組成物の実施例及び比較例と、その評価結果を表１～表３に示す
。
　表中の各成分の配合量の単位は質量%である。経時安定性の評価方法は、実施例及び比
較例で作製した試料をガラス瓶に入れ、5℃、室温、45℃の恒温槽に3ケ月保管したものの
外観を目視観察する条件で実施した。安定と記載してあるものは、外観上の変化が認めら
れないもの、析出と記載してあるものは析出物が認められることを示している。
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【００２４】
【表１】

【００２５】
【表２】

【００２６】
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【表３】

【００２７】
　表１～３の結果から、本発明の実施例は有機系Ａ波紫外線吸収剤の結晶析出を抑制しな
がら、安定性にも優れていることが判る。これに対して、ヒドロキシステアリン酸オクチ
ルオリゴマーを配合しない、または配合量が少ない比較例１、２では、低温の安定性が悪
く、結晶が析出していることが判る。また、比較例３及び４はヒドロキシステアリン酸オ
クチルオリゴマーの配合量が多い場合の例であるが、この場合の安定性は実施例同様に確
保されていた。尚、化粧時の感触に関する結果に関しては、実施例及び比較例を比較しつ
つ以下に説明する。
【００２８】
化粧料の実施例、比較例に対する有用性評価方法
　化粧料の官能特性評価は、パネラー５名を用い、実際に製品を顔、手につけてもらい、
各パネラーごとに使用感が悪い場合を0点、優れている場合を5点として評価してもらい、
その平均点数を以って評価結果とした。従って、点数が高い方が使用感が優れていること
を示す。
【００２９】
実施例１３～２４、比較例５～８　サンスクリーン剤
　表４～６の処方と製造方法によりW/O型サンスクリーン剤を得た。尚、表中の単位は質
量%である。
　表４中、サンスクリーンベース１は、精製水からオリーブ油までを合わせて100質量％
、サンスクリーン剤は、サンスクリーンベース１から化粧料用紫外線吸収剤組成物を合わ
せて100質量％である。
【００３０】
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【００３１】
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【表５】

【００３２】
【表６】

【００３３】
製造方法
　表４中の成分Ａを攪拌下に80℃に加熱し、均一に溶解した。次いで、８０℃で均一に溶
解させた成分Ｂを成分Ａに攪拌下にゆっくりと加えた後、室温まで冷却してサンスクリー



(13) JP 2012-197251 A 2012.10.18

10

20

30

40

ンベース1を得た。このサンスクリーンベース１に、室温で均一に分散させた成分Ｃを攪
拌下に加えた。次いで、化粧料用紫外線吸収剤組成物をゆっくり攪拌下に添加した後、容
器に充填して製品を得た。尚、成分Ｃ中のシリコーン処理微粒子酸化チタン及びシリコー
ン処理微粒子酸化亜鉛については、事前にシクロペンタシロキサン中に機械的に分散させ
たものを用いた。
【００３４】
実施例２５～３６、比較例９～１２　サンスクリーン剤
　表７～９の処方と製造方法によりO/W型サンスクリーン剤を得た。尚、表中の単位は質
量%である。
【００３５】
【表７】

【００３６】
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【００３７】
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【表９】

【００３８】
製造方法
　成分Ａを５０℃で均一に溶解させた。ここに、成分Ｂを加え、攪拌下に８０℃まで加温
した。成分Ｃを８０℃にて均一に溶解させた後、成分ＡとＢの混合物に攪拌下にゆっくり
と加えた後、攪拌下に冷却し、５０℃の時に成分Ｄを加え、攪拌下に室温まで冷却した。
そして、容器に充填して製品を得た。
【００３９】
サンスクリーン剤の評価結果
　表１０～１５に実施例及び比較例で作成したサンスクリーン剤の評価結果を示す。尚、
剤型の安定性以外の評価は前記の官能特性評価に基づいて実施し、安定性試験については
、目視観察により実施した。
【００４０】
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【表１０】

【００４１】
【表１１】

【００４２】
【表１２】

【００４３】
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【表１３】

【００４４】
【表１４】

【００４５】
【表１５】

【００４６】
　表１０～表１５の結果より、本発明の実施例、比較例共に紫外線防御効果は大変優れた
性能を示していることが判る。そして、本発明に沿った各実施例の化粧料においては、製
材の安定性に優れ、かつ感触の軽さとワックス感の少なさにも優れる。
　これに対し、ヒドロキシステアリン酸オクチルオリゴマーの含有量が少ない化粧料用紫
外線吸収剤組成物を用いた比較例５、６、９及び１０の化粧料は、感触の軽さとワックス
感の少なさに優れるものの、０℃保管時の製剤の安定性に劣り、逆にヒドロキシステアリ
ン酸オクチルオリゴマーの含有量が多い化粧料用紫外線吸収剤組成物を用いた比較例７、
８、１１及び１２の化粧料は、０℃保管時の製剤の安定性には優れるが、感触の軽さとワ
ックス感の少なさに劣ることになり、結局比較例５～１２の化粧料は紫外線防御効果以外
の項目において、いずれかの評価項目に問題があることがわかる。
　別の視点からみて、具体的には、本発明に沿った例である実施例１３～２４では、ヒド
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ロキシステアリン酸オクチルオリゴマーは、Ｗ／Ｏサンスクリーン剤中に２．５質量％又
は４．５質量％と、５質量％含有されている比較例７及び８に示されるＷ／Ｏサンスクリ
ーン剤よりも少量が配合されるにもかかわらず、Ｗ／Ｏサンスクリーン剤の安定性にも優
れると共に感触が軽く、ワックス感が少ないという効果を奏するものである。
　同様に、本発明に沿った例である実施例２５～３６では、ヒドロキシステアリン酸オク
チルオリゴマーは、Ｏ／Ｗサンスクリーン剤中に１．５質量％又は２．７質量％と、３質
量％含有されている比較例１１及び１２に示されるＯ／Ｗサンスクリーン剤よりも少量が
配合されるにもかかわらず、Ｏ／Ｗサンスクリーン剤の安定性にも優れると共に感触が軽
く、ワックス感が少ないという効果を奏するものである。
　これらの結果によれば、化粧料に、
　（Ａ）ジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、４－ｔｅｒｔ－ブチル
－４’－メトキシジベンゾイルメタン、及びビスエチルヘキシルオキシフェノールメトキ
シフェニルトリアジンから選ばれる１種以上の有機系Ａ波紫外線吸収剤
　（Ｂ）有機系Ｂ波紫外線吸収剤
　（Ｃ）ヒドロキシステアリン酸オクチル及びそのオリゴマー
の成分Ａ～Ｃを、質量比でＡ：Ｂ：Ｃ＝20～40：70～50：8～18となるように含有するこ
とが必要であると理解できる。　
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